
仏
船
来
着
井
仏
人
逗
留
二
付
泊
二
ぁ
之
日
記

（

咸

豊

五

ー

六

年

）

一

五

五

0
号





い
る
よ
う
に
、
「
異
国
御
用
係
は
、
来
航
し
た
仏
船
の
動
静
を
那

さ
れ
て
い
る
。
豊
見
山
和
行
氏
が
一
五
三
五
号
の
解
題
で
述
べ
て

の
各
文
書
は
、

一
五
五

0
号
（
以
下
、
本
号
と
記
す
）
に
も
収
録

3
1
.
3
2
.
3
7
.
4
0
.
4
6
.
4
7
.
5
3
.
5
5
.
5
6
.
6
0
.
6
6
.
6
9
.
7
1
 

一
五
三
五
号
所
収
の

8
.
9
.
1
3
.
1
7
.
1
8
.
2
4
.
2
5
.
2
6

て
お
り
、

文
書
の
控
え
で
あ
る
。

一
巻
所
収
の
一
五
三
四
号
・
一
五
三
五
号
の
内
容
と
深
く
関
連
し

一
五
三
五
号
と
は
重
複
し
て
い
る
文
書
が
多
い
。

停
泊
中
の
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
に
関
す
る
文
書
の
控
え
で
あ
る
。
第
十

九
月
二
七
日
か
ら
十
月
十
九
日
ま
で
の
「
日
記
」
は
、
那
覇
に

書
と
、
彼
ら
が
評
定
所
や
那
覇
駐
在
の
薩
摩
藩
の
役
人
に
送
っ
た

覇
や
泊
に
詰
め
て
い
た
首
里
王
府
の
役
人
ら
の
相
互
間
の
連
絡
文

二
月
二
八
日
ま
で
の
評
定
所
の
「
日
記
」
で
あ
る
。
内
容
は
、
那

本
文
書
は
、

一
八
五
五
（
咸
豊
五
）
年
九
月
二
七
日
か
ら
翌
年

解

題

か
し
、

て
い
る
。

「
脇
門
」

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

号
の
文
書
に
は
「
御
城
近
辺
」

「
脇
御
門
」

省
か
れ
て
い
る
。

告
し
て
い
た
」
が
、
本
号
の
各
文
書
に
は
、
末
尾
に
「
御
仮
屋
方

わ
授
御
届
申
上
候
。
此
段
致
問
合
候
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
差
出

人
・
名
宛
人
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

五
号
で
は
、
こ
の
末
尾
の
文
言
が
無
く
、
差
出
人
・
名
宛
人
と
も

一
五
三
五
号
所
収
の
前
記
の
各
文
書
と
本
号
所
収
の
文
書
と
読

み
比
べ
て
み
る
と
、
僅
か
な
が
ら
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本

て
「
城
元
近
辺
」

一
五
三

「
泊
御
蔵
敷
」

一
五
三
五
号
で
は
「
御
」
を
削
除
し

「
泊
蔵
敷
」
な
ど
と
書
き
直
し

十
月
二
日
付
の
文
書
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
「
日
本
i

そ

の

ほ

か

く

ら

い

よ

ろ

し

か

ら

ず

（

沐

力

）

糸
反
物
其
外
之
産
物
位
不
宜
候
上
、
男
女
一
同
浴
休
い
た
し

あ

こ

れ

あ

り

候
風
俗
悪
し
く
有
之
候
」
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し

一
五
三
五
号
所
収
の
文
書
（
通
し
番
号
18)
で
は
、
「
男

（
沐
力
）

女
一
同
浴
休
い
た
し
候
風
俗
悪
し
く
有
之
候
」
と
い
う
部
分
が
削

除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
月
四
日
付
の
文
書
の
後
半
部
分
に
は
、

し
た
づ
か
い

「
逗
留
唐
人
よ
り
下
遣
た
ら
石
川
わ
ふ
た
し
、
壱
斤
・
牛
皮
付

覇
に
駐
在
す
る
薩
摩
藩
役
人
（
守
衛
方
）

へ
連
日
に
わ
た
っ
て
報

3
 



そ
の
ぎ
に
お
よ
ば
ず
と

ゐ
草
履
壱
足
苦
労
分
5
メ
相
与
候
付
、
不
及
其
儀
5
段
と
相
断
候

あ
い
わ
た
し
た
る
よ
し

得
共
押
と
為
相
渡
由
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

一
五
三
五
号
所

収
の
文
書
（
通
し
番
号
26)
で
は
、
こ
の
文
書
も
省
か
れ
て
い
る
。

配
慮
と
、
面
倒
な
こ
と
は
避
け
た
い
と
い
う
心
理
が
は
た
ら
い
て

端
・
山
川
の
各
村
や
、
那
覇
市
内
・
久
米
村
の
近
辺
を
散
策
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
首
里
王
府
は
、
関
番
人
を
配
置
し
て
、
フ

る
ま
で
、
そ
の
行
動
の
一
部
始
終
を
記
録
し
て
、
評
定
所
と
在
番

奉
行
所
に
送
っ
て
い
た
が
、
次
に
、
そ
の
な
か
か
ら
若
干
の
記
事

九
月
二
九
日

こ

ヵ

二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
水
主
一
人
を
伴
っ
て
真

和
志
間
切
上
泊
村
か
ら
崎
樋
川
近
辺
の
松
林
を
散
策
中
、
彼
ら

お

や

ふ

そ

崎
樋
川
村
の
親
富
祖

が
放
っ
た
鉄
砲
が
石
に
は
ね
返
り
、

ち

く

ど

ぅ

ん

ペ

ー

ち

ん

げ

に

ん

筑
登
之
親
雲
上
の
下
人
（
十
八
歳
）
と
三
郎
新
垣

（
十
一
歳
）

を
選
び
、
現
代
文
に
直
し
て
大
意
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ラ
ン
ス
人
ら
を
監
視
さ
せ
、
彼
ら
が
泊
に
上
陸
し
て
か
ら
帰
艦
す

毎
日
の
よ
う
に
首
里
城
近
辺
や
当
蔵
・
大
中
・
桃
原
・
儀
保
•
町

前
記
の
各
文
書
を
見
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
兵
士
や
水
夫
ら
が
、

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
薩
摩
藩
の
役
人
の
機
嫌
を
損
ね
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

十
月
二
日

に
か
す
り
傷
を
負
わ
せ
た
。

あ
め
く
で
ら

天
久
寺
で
フ
ラ
ン
ス
人
が
通
事
係
の
比
屋
根
と
吉

里
に
、
来
航
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う
に
無
礼
な
行
為
は
し
な
い
。
産
物
や
女

性
を
要
求
し
た
り
な
ど
し
な
い
。
た
だ
条
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
比
屋
根
と
吉
里
は
、

条
約
を
結
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
の
水
兵
四
人
が
人
家
ニ
カ
所
に
立
ち
入

り
、
牛
と
豚
を
奪
っ
た
。
去
る
三
日
に
も
水
主
三
人
が
山
羊
三

一
五
三
四
号
と
一
五
三
五
号
と
の
間
に
も
重
複
し
て
い
る
文
書

一
五
三
四
号
所
収
の

一
五
三
五
号
所
収
の
通

し
番
号
1
の
文
書
と
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
一
八
五
五
（
咸
豊
五
）

年
九
月
二
八
日
に
、
首
里
王
府
は
「
下
程
」
と
し
て
牛
一
頭
、
豚

通
し
番
号
1
2
|
1
と
1
2
|
2
の
文
書
は
、

が
四

0
点
余
含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

頭
か
ら
訴
え
が
あ
っ
た
。

頭
を
ナ
イ
フ
で
刺
し
、
そ
の
う
ち
の
二
頭
は
翌
日
死
ん
だ
と
村

十
月
九
日

る。 が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
目
的
の
よ
う
だ
、
と
報
告
し
て
い

4
 



鴨
五
六
羽
と
い
う
大
き
な
数
に
な
る
。

野
莱
二

0
一
五
斤
、
さ
つ
ま
芋
七
四
六
斤
、
炭
ニ
ニ

0
0
斤
、
家

一
五
三
四
号
所
収
の
文
書
と
同
じ
内
容
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
艦
隊

の
要
求
に
応
じ
て
提
供
し
た
食
料
品
・
そ
の
他
の
目
録
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
目
録
は
、
本
号
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

四
四
頭
、
鶏
七
五
三
羽
、
卵
七
七
二
三
個
、
生
魚
四
三
二
斤
、
豚

肉
九
二
斤
、
豚
油
二
四
六
斤
、
豚
肉
九
二
斤
、
魚
四
三
ニ
・
五
斤
、

首
里
王
府
が
提
供
し
た
食
料
品
・
そ
の
他
を
集
計
す
る
と
、
牛

4
5
.
5
2
.
5
4
.
5
8
.
5
9
.
6
5
.
6
7
.
7
0
の
各
文
書
は
、

い
ず
れ
も

し
番
号
5
.
1
1
.
1
4
.
1
9
.
2
1
.
2
7
.
2
8
.
3
0ー

2
.
3
9
.
4
1

要
求
に
応
じ
て
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
匹
、
山
羊
六
匹
、
鶏
三

0
羽
、
卵
四
五

0
個
、
野
菜
二
四
〇
斤
、

さ
つ
ま
芋
二
四

0
斤
を
贈
っ
て
い
る
。
「
下
程
」
と
い
う
言
葉
は
、

餞
別
と
し
て
贈
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
実
際
は
歓
迎
の
意
志

f
 
J

、

よ
ヽ
っ
！

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
か
ら
食
料
品
の
要
求
が
あ
り
、
野
菜
・

九
月
二
八
日
に
つ
い
て
は
、
首
里
王
府
が
自
発
的
に
食
料
品
を

一
五
三
五
号
所
収
の
通

贈
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
は
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の

鶏
・
卵
な
ど
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
示
と
受
け
取
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
か
ら
毎
日
の

候
由
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
銀
と
「
丁
銭
」
の
交
換
率
を

九
五
％
余
を
支
払
っ
て
か
ら
出
帆
し
た
ら
し
い
。
な
お
、
『
島
津

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
、
首
里
玉
府
が
適
正
値
段
と
考
え
て
い
た
額
の

一
五
三
四
号
所

収
の
llg
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
文
書
に
は
、
「
仏
船
三
艘

し

ょ

も

う

だ

い

わ

た

し

か

た

こ

れ

あ

り

う

け

と

り

か

く

ご

も

う

し

わ

た

し

よ
り
所
望
代
と
し
て
左
之
通
渡
方
有
之
、
請
取
格
護
申
渡
候

事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
蕃
銭
」
で
八

0
三
枚
余

（
銀
で
五
貫

た
の
で
、
保
管
し
て
お
く
よ
う
に
と
指
示
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
請
取
不
足
」
と
し
て
明
細
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

斉
彬
文
書
』
所
収
の
一
八
五
〇
（
嘉
永
三
）
年
二
月
の
文
書
の
な

さ

る

く

ら

ほ

う

か
に
「
去
辰
年
よ
り
未
三
月
迄
、
異
国
一
件
二
付
蔵
方
井
諸
在
郷

し

つ

き

ゃ

く

ち

ょ

う

せ

ん

諸
失
却
料
、
丁
銭
に
し
て
九
万
五
千
五
百
貫
文
余
相
及
候
段
承

七
八
七
匁
余
、
丁
銭
に
し
て
一
―
五
七
貫
三
五

0
文
）
を
受
領
し

帆
し
た
。

一
五
三
吾
万
所
収
の
通
し
番
号
7
4
は
、

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
、
十
月
十
九
日
午
後
四
時
頃
に
那
覇
か
ら
出

て
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

か
。
こ
れ
ら
の
目
録
は
、
首
里
王
府
の
「
台
所
の
事
情
」
を
示
し

な
方
法
で
、
家
畜
や
野
菜
な
ど
を
差
し
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
各
間
切
の
役
人
や
百
姓
ら
は
、
ど
の
よ
う

首
里
王
府
は
、
こ
れ
ら
の
物
品
を
調
達
す
る
た
め
に
四
苦
八
苦

5
 



十
月
四
日

通
事
係
の
長
堂
・
比
屋
根
•
吉
里
ら
は
、
天
久
寺

現
代
文
に
直
し
て
大
意
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

は
と
り
あ
え
ず
、
そ
の
な
か
か
ら
若
干
の
記
事
を
選
び
、
そ
れ
を

ス
が
な
い
の
で
、
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で

し
た
か
と
い
う
問
題
も
重
要
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
ス
ペ
ー

フ
ラ
ン
ス
人
神
父
ら
の
要
求
に
首
里
王
府
は
ど
の
よ
う
に
対
処

五
五
い
て
は
そ
れ
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

匁
で
二

0
0
文
と
し
て
計
算
す
る
と
、
銀
で
四
七
七
貫
五

0
0
匁

に
な
る
。
黒
糖
一

0
0
斤
の
値
段
を
六
五
匁
と
し
て
計
算
す
る
と
、

七
三
万
四
六

0
0
斤
余
と
い
う
膨
大
な
量
に
な
る
。
そ
れ
以
来
、

首
里
王
府
は
外
国
人
と
の
交
渉
に
明
け
暮
れ
て
い
た
が
、

フ
ラ
ン

以
上
の
ほ
か
に
も
本
号
に
は
、
も
う
一
っ
興
味
深
い
問
題
が
あ

で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
巻
所
収
の
一
五
三
三
号
の

一
五
三
三
号
は
一
八

（
咸
豊
五
）
年
九
月
十
六
日
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
本
号
は

そ
れ
か
ら
十
一
日
後
の
九
月
二
七
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

解
題
の
な
か
で
里
井
洋
一
氏
が
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
に
つ

る
。
天
久
寺
に
滞
在
中
の
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
一
行
に
関
す
る
こ
と

ス
船
の
来
航
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
仲
地

哲
夫
）

七
日
に
浜
比
嘉
親
雲
上
以
下
六
人
を
任
命
し
た
。

ラ
ン
ス
人
に
和
書
の
読
み
方
を
教
え
る
こ
と
を
決
定
し
、
翌
十

琉
球
方
言
の
師
匠
を
六
人
よ
こ
し
て
、
二
人
ず
つ
交
代
で
、

フ

首
里
王
府
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
首
里
か
ら

本
の
書
物
の
読
み
方
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
と
頼
ま
れ
た
。

同
日

若
狭
町
学
校
所
で
ゲ
ラ
ン
提
督
か
ら
、
琉
球
方
言
と
日

を
明
日
ま
で
に
届
け
て
欲
し
い
」
と
要
求
さ
れ
た
。

て
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
「
片
仮
名
の
つ
い
て
い
る
和
書

来
て
い
て
、
「
節
用
集
」
を
一
冊
日
本
で
手
に
入
れ
た
と
い
っ

十
月
十
六
日

吉
里
が
天
久
寺
へ
行
く
と
、
翻
訳
官
が
そ
こ
に

加
え
た
。

た
あ
と
、
「
い
ず
れ
文
字
も
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
つ
け

琉
球
方
言
を
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
」
と
礼
を
言
っ

で
ゲ
ラ
ン
提
督
に
会
っ
た
。
彼
は
「
滞
在
中
の
フ
ラ
ン
ス
人
に

6
 




